
外

号　証 作成年月日
作　成
者

立　証　趣　旨 備考

甲３２
国会事故調査報
告書－参考資料

写し
H２４・
６・２８

東京電力
福島原子
力発電所
事故調査

深層防護の内容について

甲３３

福島原発事故は
なぜ起こったか
−政府事故調核
心解説

原本
H２５・
４・２０

畑村洋太
郎他

深層防護が５層の内容を
有すること。日本では第
３層までしか考慮されて
いなかったこと。

甲３４
原子力安全の論
理

原本
H１８・
２・２２

佐藤一男
国が早期の段階で深層防
護の知識を得ていたこと

甲３５ 日経新聞記事 写し
H２５・１
０・２２

日本経済
新聞社

原発周辺自治体の住民の
避難計画の策定は進んで
いないこと

甲３６ 朝日新聞記事 写し
H２５・１
１・５

朝日新聞
社

原発周辺自治体の被ばく
医療体制が整っていない
こと

甲３７

関西電力㈱大飯
発電所３号機及
び４号機の現状
評価書

写し
H２５・
７・３

原子力規
制委員会

大飯原発３、４号機が、
新基準の施行前に事実上
評価されていたこと。大
飯原発３、４号機には、
新規制基準に満たない点
があること。

記

　頭書事件につき、下記のとおり証拠の説明を致します。

弁　護　士　　出　　口　　治　　男

標　　　　　目
（原本・写しの別）

同　　　　渡　　辺　　輝　　人

　　　　民事第　　部　　係  　御　中

原告ら訴訟代理人　　　　　　　　　　

（原告第１準備書面関係）

平成24年（ワ）第３６７１号大飯原子力発電所差止等請求事件
原　　告　竹本修三　外１１０６名
被　　告　国　外１名

証　拠　説　明　書

２０１３（平成２５）年１２月　３日

京都地方裁判所　第６民事部合議はＡ係　御中


